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繊維事業の構造改革について 

 

 

 繊維事業の構造改革について労働組合と協議を開始いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．構造改革の理由 
 当社の繊維事業は、衣料品市場の低迷や海外品との価格競争激化等の厳しい事業環境下、業績の低迷

が続いております。これまでも収益改善に向け、中国生産子会社の譲渡や国内生産拠点へのリソース集

約、コスト削減等に取り組んでまいりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大により衣料品市場が一

層冷え込み、従前の取り組みの延長線では対応できないとの認識のもと、抜本的な事業構造改革が必要

であると判断いたしました。 
 繊維事業の収益基盤の再構築を図るべく、繊維事業部門内の各事業の選択と集中、機構・体制の刷新、

固定費の抜本的削減等について、労働組合と具体的な協議を開始いたしました。 
 
２．構造改革の内容 
（１）原糸事業からの撤退（100％子会社 ニットーボー新潟株式会社の廃業） 

 原糸事業は海外企業との価格競争など厳しい事業環境のなか、多品種小ロット対応やコスト

ダウンなどの企業努力を続けてまいりましたが業績の回復をみることができず、今般、事業存

続が困難と判断し、原糸事業の製販子会社であるニットーボー新潟株式会社を2022年3月末（予

定）で解散し、清算する方針としました。なお、ロングセラー商品「日東紡の新しいふきん」

の製造・販売は、芯地事業を継承する新設子会社に移管することで継続いたします。 
 
＜ニットーボー新潟株式会社 概要＞ 

(1) 名称

(2) 所在地

(3) 代表者の役職・氏名

(4) 事業内容

(5) 資本金

(6) 設立年月日

(7) 大株主及び持ち株比率

ニットーボー新潟株式会社

新潟県新潟市東区東新町6－50

代表取締役社長　東城　浩雄

紡績糸・縫製品・資材製品の製造・販売

50百万円

2005年10月1日

日東紡　100％



＜従業員の処遇＞ 
 今後、労働組合と協議のうえ決定。 
 
（２）芯地事業の分社化 

 芯地事業は高級婦人服等のマーケット縮小に伴う売上減少が続いており、収益改善に向け、

昨年 5 月に赤字子会社であった在中国の日東紡（中国）有限公司を売却し、伊丹生産センター

への生産集約を行うことで効率化を図ってまいりました。しかしながら、コロナ禍により市場

の落ち込みが続く中、抜本的な体制の見直しが必要と判断いたしました。 
 独自の接着技術を活用し、衣料品のみならず産業資材・生活資材も含めた顧客ニーズに迅速

に対応すべく、日東紡本体から事業を切り離して経営に一層の機動性を持たせるため、開発・

製造・販売を一体運営する新子会社を 2021 年 7 月（予定）に設立し、芯地事業に関わる従業員

を当子会社に転籍する方針といたしました。 
 
＜新子会社 概要＞ 
所在地 兵庫県伊丹市桑津 1-6-1 

事業内容 芯地、接着資材、ふきんの製造・販売 
従業員数 約 110 名（予定） 
※新子会社の詳細は未定 
 
＜従業員の処遇＞ 
日東紡から新子会社への転籍について労働組合と協議中。 
 

３．今後の見通し  
 繊維事業の構造改革の詳細については 2021 年 2 月を目途に労働組合と協議を継続していく予定で、開

示すべき事項が生じた場合は速やかにお知らせいたします。 
 

以上 




